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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
松
岡

裕
次
会
長
は
、
「
Ｊ
Ｒ
産
業
を

支
え
る
の
は
人
材
」
と
し
た
上

で
、
「
人
材
が
生
き
生
き
と
意

欲
的
に
働
き
、
持
て
る
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
労
働
条

件
・
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
労

働
組
合
の
最
た
る
機
能
・
役
割

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

強
く
語
っ
た
。

　

第
１
部
と
し
て
、
ま
ず
山
崎

主
任
調
査
員
か
ら
「
Ａ
Ｉ
な
ど

の
技
術
革
新
の
動
向
と
労
組
の

課
題
」
と
題
し
て
、
Ａ
Ｉ
な
ど

技
術
革
新
が
進
む
中
で
の
経
済

構
造
の
変
化
と
と
も
に
労
働
条

件
・
労
働
環
境
の
変
化
な
ど
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

諸
外
国
の
事
例
な
ど
を
踏
ま
え

つ
つ
、
労
働
組
合
と
し
て
求
め

ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
課
題
提

起
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
藤
村
教
授
か
ら
テ
ー

マ
を
「
変
化
対
応
力
を
高
め
る

働
き
方
と
労
働
組
合
の
役
割
〜

環
境
変
化
に
強
い
組
織
と
個
人

を
つ
く
る
〜
」
と
し
て
講
演
い

た
だ
い
た
。
「
労
働
組
合
の
役

割
は
靴
の
中
に
入
っ
た
小
石
を

取
り
除
く
こ
と
」
と
語
り
、
労

働
組
合
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
言

及
し
た
上
で
、
労
使
関
係
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
触
れ
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
基
調

と
し
た
。

　

第
２
部
の
「
各
単
組
か
ら
の

取
り
組
み
報
告
」
と
し
て
、
①

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
第
１
部
で
特
別
講
演
し
た
藤

村
教
授
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

Ｊ
Ｒ
九
州
の
廣
川
昌
哉
取
締
役

常
務
執
行
役
員
、
（
公
財
）
大

原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
の
松

田
文
子
特
別
研
究
員
、
Ｊ
Ｒ
西

労
組
の
羽
野
敦
之
企
画
・
総
務

部
長
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
北
村
公
次

労
働
政
策
部
長
が
参
加
し
、
活

発
な
議
論
を
展
開
し
た
。

　

第
４
部
で
は
、
新
中
期
労
働

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
Ｐ
Ｔ
の
活

動
報
告
お
よ
び
新
ビ
ジ
ョ
ン
の

骨
子
に
つ
い
て
、
政
所
大
祐
企

画
部
長
か
ら
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
労
働
政

策
委
員
長
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
の
鎌
田
茂
中
央
執
行
委

員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
が

「
ビ
ジ
ョ
ン
は
作
る
だ
け
で
な

く
、
労
使
交
渉
を
通
じ
て
実
現

し
て
い
く
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
後
も
Ｊ
Ｒ
産

業
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与
す

る
産
業
政
策
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
、
労
働
政
策
に
つ
い
て
も
働

く
者
の
視
点
か
ら
提
言
し
て
い

く
。
そ
の
大
き
な
柱
に
据
え
て

き
た
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

を
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
基
調

と
し
て
、
さ
ら
に
将
来
を
見
据

え
た
内
容
と
し
て
策
定
す
べ
く

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
機
関
誌「
て
る
み
に
」

に
て
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
特

集
記
事
を
掲
載
予
定
。

２０１９税制改正大綱の内容
○ＪＲ二島会社の法人事業税資本割の課税標準に係る特例措置
　⇒5年延長 
　北海道旅客鉄道株式会社及び四国旅客鉄道株式会社に係る法人事業税
の資本割の課税標準の特例措置の適用期限を５年間延長する。

○低炭素化等に資する旅客用新規鉄道車両に係る固定資産税の特例措置
　⇒対象を一部見直した上で2年延長 
　鉄軌道事業者が取得した新造車両に係る固定資産税の課税標準の特例
措置について、次の見直しを行った上、その適用期限を２年延長する。
　①適用対象に、既存車両の改良により新造車両と同様の環境性能要件
　　（下記③により加える一定の環境性能要件を除く。）を備えること
　　となった車両の改良に係る部分を加える。
　②気動車の適用要件を、液体式気動車から電気式気動車に変更する。
　③一定の鉄軌道事業者について、適用対象となる新造車両に一定の環
　　境性能要件を加える。

　12月30日、ＪＲ連合加盟のＪＲＥユニオ
ンは、関東地協において新宿運輸区所属の
43歳の主任運転士を新たな仲間として迎え
入れた。12月１日の仙台地本に続く加入で
あり、真に民主的な労働組合としての活動
を一層浸透させていくべく、大きなうねり
につなげていかなければならない。

ＪＲ産業の持続的な発展にむけて
今こそＪＲ連合に結集しよう

ＪＲＥユニオンで
加入続く

ＪＲ産業の健全で持続的な発展のもと、働く者の立場から中長期的視点に基づいた
ＪＲ関係労働者のあるべき労働条件・労働環境の実現を図っていく

会社・有識者・加盟単組・産別といった多角的視
点でＪＲの将来にむけた議論を展開した

法政大学大学院
藤村教授

ＪＩＬＰＴ
山崎主任調査員

新
た
な
中
期

労
働
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
の
策

定
に
む
け
た

取
り
組
み
の

一
端
を
紹
介

し
、
「
働
く

者
の
視
点
で

次
代
を
切
り

拓
い
て
い
く

労
働
政
策
を

練
り
上
げ
て

い
く
」
と
力

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
の
今
井
孝

治
企
画
部
長
、

②
貨
物
鉄
産
労

の
埴
岡
大
介
中

央
執
行
委
員
、

③
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
京
都

労
組
の
森
長
健

士
執
行
委
員
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ

説
明
を
受
け
た
。

　

第
３
部
は
パ

　

12
月
14
日
、
与
党
（
自
由
民

主
党
・
公
明
党
）
が
平
成
31
年

度
（
２
０
１
９
年
度
）
税
制
改

正
大
綱
を
決
定
し
、
同
月
21
日
、

政
府
に
お
い
て
、
閣
議
決
定
さ

れ
た
。

　

と
り
わ
け
、
２
０
１
９
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

二
島
会
社
の
経
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
「
Ｊ
Ｒ

北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
に
対
す
る

法
人
事
業
税
資
本
率
の
特
例
措

置
」や
、
Ｊ
Ｒ
各
社
だ
け
で
な

く
全
国
の
鉄
道
事
業
者
に
適
用

さ
れ
、鉄
道
特
性
に
よ
り
磨
き

を
か
け
る
た
め
の
「
環
境
に
や

さ
し
い
旅
客
鉄
道
車
両
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措

置
」
な
ど
が
適
用
期
限
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
同
大

綱
に
お
い
て
、
延
長
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
強
く
要
望

し
、
そ
の
実
現
に
む
け
て
取
り

組
ん
で
き
て
い
た
内
容
が
反
映

さ
れ
る
と
い
う
成
果
を
得
た
。

　

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
関
係

各
単
組
は
も
と
よ
り
、
「
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
談
会
（
議

員
懇
）
」
や
「
21
世
紀
の
鉄

道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
」
の
所

属
議
員
等
と
密
に
連
携
を
図
り

つ
つ
、
税
制
改
正
要
望
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
４
月
に

行
っ
た
国
土
交
通
省
鉄
道
局
に

対
す
る
政
策
・
制
度
要
求
か
ら

は
じ
ま
り
、
政
治
・
行
政
の
動

き
が
本
格
化
す
る
９
月
以
降
、

関
係
各
単
組
お
よ
び
議
員
懇
・

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
議
員
等

と
と
も
に
、
関
係
省
庁
や
政
党
、

交
運
労
協
等
に
対
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
・
手
段
を
活
用
し
な

が
ら
理
解
を
求
め
、
働
き
か
け

を
行
っ
て
き
た
。
11
月
29
日
に

は
大
塚
高
司
国
土
交
通
副
大
臣

へ
の
要
請
行
動
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ

で
働
く
者
と
し
て
の
声
を
代
表

し
て
政
府
へ
直
接
訴
え
た
。
こ

う
し
た
各
方
面
と
連
携
し
た
取

り
組
み
の
積
み
重
ね
が
、
着
実

に
成
果
と
し
て
実
を
結
ん
だ
。

　

引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ

Ｒ
の
代
表
産
別
と
し
て
、
加
盟

単
組
や
我
々
の
政
策
活
動
へ
の

理
解
あ
る
国
会
議
員
・
地
方
議

員
と
と
も
に
、
様
々
な
政
策
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
・
強
化
を
し
て
い
く
。

　

12
月
12
日
、
京
都
市
内
に
て
『
将
来
に
亘
り
経
済
・
社
会
へ
貢
献
し　

信
頼
さ
れ
続
け
る
Ｊ
Ｒ
産

業
の
構
築
に
む
け
て
〜
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し　

将
来
を
見
据
え　

未
来
志
向
で
働
き
方

を
描
こ
う
！
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
第
13
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
１
９
９
３
年
か
ら
開

催
を
始
め
た
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
直
近
で
は
交
通
政
策
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
労
働
政
策
を

テ
ー
マ
に
す
る
の
は
約
20
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
単
組
か
ら
の
参
加
者
に
加
え
、
来
賓

と
し
て
、
連
合
や
交
運
労
協
、
連
合
・
交
運
労
協
加
盟
の
各
産
別
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
各
社
か
ら
の
出
席

者
を
合
わ
せ
、
約
４
０
０
人
が
参
集
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
の
山
崎

憲
主
任
調
査
員
、
法
政
大
学
大
学
院
の
藤
村
博
之
教
授
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
特
別
講
演
を
い
た
だ
い
た
後
、

単
組
か
ら
の
取
り
組
み
報
告
を
受
け
た
上
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
を
題
材
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。
最
後
に
は
「
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
骨
子
を
提
起
し
た
。

２０１８年「年末手当」要求及び妥結状況表【ＪＲ７単組】（最終）
単組名 要求日 要求内容 妥結日 妥結内容

ＪＲ北労組 10月31日 2.5ヶ月
12月14日支払 11月30日 2.025ヶ月

12月14日支払

ＪＲＥユニオン 10月22日 3.29ヶ月
12月３日支払 11月14日 3.18ヶ月

12月４日支払

ＪＲ東海ユニオン 10月10日 3.1ヶ月
12月10日支払 11月８日 3.0ヶ月

12月10日支払

ＪＲ西労組 ２月９日 年5.7ヶ月 ３月14日 年5.66ヶ月
12月10日支払（年末）

ＪＲ四国労組 10月17日 2.3ヶ月
12月７日支払 11月21日 1.83ヶ月

12月７日支払

ＪＲ九州労組 ９月29日
3.0ヶ月

12月10日支払
55歳以上の加算措置

11月22日 2.53ヶ月
12月10日支払

貨物鉄産労 ２月14日
2.82ヶ月
12月7日支払

（年4.5ヶ月で夏1.68ヶ月支給との差分）
11月16日 1.7ヶ月

12月７日支払

第13回政策シンポジウム
ＪＲ産業で働く者の視点で
次代を切り拓く労働政策を練り上げていく

第13回政策シンポジウム
ＪＲ産業で働く者の視点で
次代を切り拓く労働政策を練り上げていく

２
０
１
９
年
度
税
制
改
正

Ｊ
Ｒ
二
島
会
社
の
法
人
事
業
税
資
本
割
の

特
例
措
置
な
ど
延
長
要
望
が
反
映
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Ｊ
Ｒ
総
連
傘
下
の
Ｊ
Ｒ
東
労

組
は
12
月
19
日
「
第
37
回
臨
時

大
会
」
を
開
催
し
た
。
機
関
紙

等
に
よ
れ
ば
、
今
大
会
を
「
18

春
闘
を
契
機
に
し
た
組
合
員
の

大
量
脱
退
に
直
面
し
、
今
後
の

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
織
・
財
政
方

針
を
再
確
立
す
る
た
め
の
重
要

な
大
会
」
と
位
置
づ
け
、
「
組

織
の
存
亡
を
か
け
た
運
動
方
針

に
転
換
す
る
」
た
め
に
開
催
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
臨
時

大
会
を
巡
っ
て
、
混
乱
を
極
め

た
よ
う
だ
。

　

こ
の
間
、
中
央
本
部
と
の
対

立
を
深
め
て
き
た
東
京
・
八
王

子
・
水
戸
の
３
地
本
は
12
月
17

日
に
臨
時
大
会
の
中
止
を
求

め
る
「
健
全
な
組
織
運
営
と

財
政
の
確
立
を
求
め
る
要
請

書
」
を
中
央
本
部
に
提
出
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
要

請
書
に
は
、
「
組
合
員
の
減
少

に
伴
い
、
第
36
回
定
期
大
会
で

提
起
さ
れ
た
予
算
収
入
が
確
保

で
き
な
い
た
め
、
組
合
基
金
24

億
円
か
ら
一
般
会
計
に
５
億
円

を
補
正
し
、
組
織
拡
大
に
特
化

し
た
特
別
会
計
に
10
億
円
を
保

障
す
る
」
と
あ
り
、
大
量
脱
退

で
組
織
財
政
が
厳
し
く
な
っ
た

中
央
本
部
が
、
こ
れ
ま
で
組
合

員
か
ら
の
組
合
費
に
よ
り
蓄
え

て
き
た
組
合
基
金
に
手
を
付
け

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
中
央
本
部
の

12
月
18
日
付
情
報
紙
に
よ
れ
ば
、

「
要
請
書
が
連
絡
も
な
く
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
本
部
に
届
き
ま
し
た
」
と

し
、
大
会
開
催
ま
で
の
経
緯
と

と
も
に
予
定
通
り
開
催
す
る
こ

と
を
示
し
た
上
で
、
３
地
本
に

対
し
て
、
「
万
一
大
会
を
組
織

的
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
場
合
、

規
約
第
60
条
制
裁
、
特
に
⑶
組

合
の
団
結
ま
た
は
統
制
を
乱
す

行
為
⑴
組
合
の
規
約
ま
た
は
決

議
に
違
反
す
る
行
為
に
該
当
す

る
こ
と
を
通
告
し
ま
し
た
」
と

け
ん
制
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
37
回
臨
時
大
会

当
日
も
終
始
混
乱
し
て
い
た
模

様
で
あ
る
。
議
長
団
の
不
信
任

動
議
に
は
じ
ま
り
、
議
事
運
営

委
員
会
の
不
信
任
動
議
、
現
行

三
役
に
対
す
る
不
信
任
動
議
、運

動
方
針
（
案
）
に
対
す
る
３
件

の
修
正
動
議
（
会
社
施
策
に
関

す
る
修
正
動
議
、
不
当
労
働
行

為
に
関
す
る
修
正
動
議
、
「
18

春
闘
」
に
関
わ
る
修
正
動
議
）

が
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も

否
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
24
億
円

の
組
合
基
金
か
ら
一
般
会
計
に

５
億
円
を
ま
わ
す
補
正
予
算
、組

織
拡
大
に
特
化
し
た
10
億
円
の

特
別
会
計
の
設
立
、
特
別
会
計

と
補
正
予
算
の
財
源
と
し
て
組

合
基
金
を
使
う
こ
と
を
示
し
た

「
組
合
基
金
の
使
用
計
画
の
大

綱
」
、
い
ず
れ
の
採
決
に
お
い

て
も
約
４
割
の
反
対
票
が
投
じ

ら
れ
る
中
、
す
べ
て
の
方
針
が

提
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た

模
様
だ
。
今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
は
「
（
前
略
）
組
織
の
未

来
を
切
り
拓
く
た
め
に
、
12
地

本
が
総
団
結
（
後
略
）
」
と
あ

る
も
の
の
、
中
央
本
部
を
は
じ

め
と
す
る
現
主
流
派
が
３
地
本

を
か
ろ
う
じ
て
抑
え
込
む
と
い

う
内
部
対
立
構
造
が
よ
り
鮮
明

と
な
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

組
織
内
部
の
勢
力
争
い
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
24
億
円
も
の

組
合
基
金
が
存
在
す
る
こ
と
に

も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
今
回
明
ら
か
に

さ
れ
た
巨
額
の
組
合
基
金
な
ど

財
産
の
奪
い
合
い
を
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
臨
時
大
会
に
つ
い
て

は
、
１
月
14
日
付
け
の
「
労
働

新
聞
」
第
３
１
９
２
号
で
も
報

じ
ら
れ
、
ま
だ
ま
だ
世
間
や
マ

ス
コ
ミ
の
関
心
を
集
め
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

今
春
季
生
活
闘
争
も
本
格
化
し

て
い
く
が
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
い

か
な
る
運
動
を
展
開
す
る
の
か

注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

特　集

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
財
政
ひ
っ
迫

巨
額
組
合
基
金
取
り
崩
す

民
主
化
闘
争 
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振
動
で
接
触
す
る
よ
う
に
な
る
“
神
業
”

が
必
要
な
手
技
で
す
が
、
こ
れ
が
不
思
議

で
仕
方
な
く
、
機
械
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
技
は
自

動
車
の
“
磨
き
”
で
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
前

の
下
地
作
り
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
労
働
組
合
と
は
無
関
係
の

趣
味
と
特
技
を
持
ち
つ
つ
、
仕
事
（
車

掌
）
に
も
励
み
、
非
専
従
の
本
部
書
記
長

と
し
て
多
忙
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

執
行
部
の
皆
さ
ん
に
も
迷
惑
を
か
け
な

が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
相
互
扶
助
の
精

神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
組
合
員
の
為
の

運
動
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
な
が

ら
、
労
働
組
合
の
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
北
労

組
）
中
央
本
部
書
記
長
の
園
木
で
す
。
Ｊ

Ｒ
連
合
傘
下
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
民
主
化

支
援
や
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
一
昨
年
か
ら
中
央
本
部
で
書
記
長

を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
、
日
々
勉
強
し
な

が
ら
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
平
成
最
後
の
年
が
始

ま
り
、
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る｢

働

き
方
改
革
関
連
法｣

が
、
労
働
者
の
た
め

に
有
効
に
機
能
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
春
季

生
活
闘
争
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ひ
と
ま
ず
、
自
己
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
齢
は
40
歳
と
少
し
、
今
年
は
“
厄

年
”
に
あ
た
る
少
し
楽
し
み
な
年
で
す
。

趣
味
は
「
分
解
」
で
、
壊
れ
た
機
械
等
を

分
解
し
て
修
理
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

“
叩
け
ば
直
る
”
と
云
わ
れ
た
昔
の
テ
レ

ビ
等
の
機
械
で
す
が
、
基
盤
の
ハ
ン
ダ
に

ヒ
ビ
が
入
り
接
触
不
良
と
な
り
、
叩
い
た

役員紹介

Ｊ
Ｒ
北
労
組
中
央
本
部

書
記
長

  

園 

木 

寛 

嗣 

さ
ん

Ｊ
Ｒ
連
合
北
陸
地
方
協
議
会
第
28
回
総
会

組
織
強
化
・
拡
大
に
む
け

意
思
統
一

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
、
12
月
13
日
、
大
阪
市
内
で

第
16
回
分
科
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
Ｐ
Ｔ
）
を
開
催
し
た
。

Ｐ
Ｔ
に
は
、
加
盟
単
組
の
代
表

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
方
針

策
定
と
次
期
中
期
労
働
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
の
目
標
設
定
に
向
け
た

議
論
を
行
っ
た
。

　

幹
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し

た
八
木
大
星
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ

西
日
本
連
合
・
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労

組
委
員
長
）
は
冒
頭
、
「
大
阪

北
部
地
震
・
平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
被
災
者
救
援
カ
ン
パ
」

へ
の
協
力
に
謝
辞
を
述
べ
た
上

で
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
第

１
９
６
回
国
会
で
成
立
し
た

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
へ
の

対
応
を
挙
げ
、
加
盟
単
組
に
対

し
て
同
法
の
理
解
浸
透
に
向
け

た
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。
そ

し
て
、
次
期
中
期
労
働
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
全
加
盟

単
組
の
共
通
目
標
に
加
え
、
分

科
会
毎
の
目
標
を
設
定
し
て
い

く
考
え
を
述
べ
、
分
科
会
別
意

見
交
換
会
で
の
真
摯
な
議
論
を

要
請
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
松
岡
裕
次
会
長
、
政
所
大

祐
企
画
部
長
、
中
山
耕
介
組
織
・

政
治
部
長
が
出
席
し
、
松
岡
会

長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
長
の
北
村

公
次
労
働
政
策
部
長
よ
り
、
２

０
１
９
闘
争
の
基
本
方
針
と
次

期
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
成
・
骨
子
（
案
）
を
提
起
し
、

７
つ
の
分
科
会
・
部
門
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

各
分
科
会
・
部
門
か
ら
の
報

告
で
は
、
２
０
１
９
闘
争
に
つ

い
て
、
産
別
統
一
要
求
を
掲
げ

て
闘
う
方
向
性
に
つ
い
て
は
概

ね
理
解
が
得
ら
れ
た
一
方
、
人

材
不
足
の
解
消
や
長
時
間
労
働

の
是
正
、
年
間
休
日
の
増
加
や

諸
手
当
の
新
設
・
改
善
な
ど
を

求
め
る
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。

ま
た
、
次
期
中
期
労
働
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
で
の
分
科
会
目
標
の
設

定
に
む
け
て
、
業
種
・
業
態
特

有
の
課
題
や
具
体
的
な
目
標
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
は
、
Ｐ
Ｔ
で
の

議
論
を
踏
ま
え
、
２
０
１
９
闘

争
方
針
案
と
次
期
中
期
労
働
政

策
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
、

全
加
盟
単
組
が
共
有
で
き
る
方

針
・
目
標
と
な
る
よ
う
、
議
論

を
加
速
・
深
度
化
さ
せ
て
い
く
。

局
よ
り
提
起
さ
れ
、
満
場
一
致

で
決
定
し
た
。
ま
た
、
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス

ネ
ッ
ト
金
沢
労
組
の
山
﨑
勝
副

議
長
が
退
任
し
、
同
労
組
の
藤

本
和
宏
副
議
長
を
新
た
に
選
出

す
る
な
ど
、
新
た
な
役
員
体
制

で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

総
会
後
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

新
潟
地
本
の
神
田
広
栄
執
行
委

員
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
の
現

状
と
課
題
、
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
組
織
瓦
解
と
そ
の
後
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

と
り
わ
け
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
内

部
分
裂
に
つ
い
て
は
、
「
非
常

に
混
沌
と
し
た
状
況
で
分
か
り

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
が
、
革
マ

ル
派
の
戦
略
的
シ
ナ
リ
オ
と
い

う
見
方
も
必
要
」
と
し
た
。
ま

た
、
組
合
未
加
入
者
が
大
多
数

を
占
め
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
安
全
問
題
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
危
な
い
状
態
で
あ
る
」

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
発
展

の
た
め
に
は
民
主
的
労
働
組
合
・

労
使
関
係
の
構
築
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

北
陸
地
協
は
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持

続
的
発
展
に
む
け
、
さ
ら
な
る

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
北
陸
地
方
協
議
会

は
、
12
月
14
日
、
金
沢
市
内
に

お
い
て
第
28
回
総
会
を
開
催
し
、

向
こ
う
１
年
間
の
方
針
を
決
定

し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
本
田

雅
明
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
金
沢

地
本
執
行
委
員
長
）
は
、
２
０

１
８
年
相
次
い
だ
自
然
災
害
に

触
れ
「
北
陸
に
お
い
て
は
、
１
・

２
月
の
豪
雪
に
は
じ
ま
り
自
然

災
害
が
大
き
く
影
響
し
た
」
と

語
り
、
こ
の
間
の
関
係
組
合
員

の
尽
力
に
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

そ
の
上
で
、
鉄
道
だ
け
で
な
く

バ
ス
も
含
め
て
安
全
対
策
、
防

災
・
減
災
対
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
グ

ル
ー
プ
労
組
に
も
職
場
の
安
全

確
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
要
請
し
た
。
最
後
に
は
、来
年

予
定
さ
れ
て
い
る
統
一
地
方
選

挙
・
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら
の
２
人

の
新
た
な
立
候
補
者
と
と
も
に
、

支
援
を
決
定
し
た
「
浜
野
よ
し

ふ
み
」
議
員
を
は
じ
め
と
す
る

推
薦
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
決
意
を

示
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
荻
山
市
朗
副

会
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執
行

委
員
長
）
と
中
村
鉄
平
交
通
政

策
部
長
が
参
加
し
、
連
帯
の
挨

拶
を
行
っ
た
。
議
事
と
し
て
、

経
過
報
告
や
活
動
方
針
が
事
務

ＪＲ産業を構成するために欠かせない存在であるグループ労組の
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